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バルザ ック 『続女性研究』における二つのサロン

一 冒頭の意義 一

柏 木 隆 雄

要 旨

オノ レ ・ド・バルザ ックの作品は、一般的に書 き出しの部分が長い。物語が展開さ

れる場所、時期、 また登場人物の来歴、身体的特徴、果ては着ている衣裳 まで、実に

細かい描写が施され、題名にふ さわしい物語がいつ始 まることかと思われて くる。そ

れで研究者 によっては、 冒頭の部分を飛ば してで も、小説の世界 に入 ってい くことを

勧めた りする。 しか し一見 くどくどしい、物語の展 開とは何の係 わ りもない と思われ

る詳細 なパ リの住居や路地の描写が、 じつは小説の肝心 な部分の伏線 になっているこ

とが多 く、そのことは案外気づかれていない。筆者 はつねつねバ ルザ ックの冒頭の部

分 の意義 を説 きなが ら、『人間喜劇』の6つ の情景の中で も、最初の、 しか も短編、

中編、長編 を集めた 『私生活情景』の各編 についての分析を行ってきた。本論 は 『私

生活情景』の悼尾を飾る 「続女性研 究』の書 き出しの部分を取 り上げ、パ リの著名 な

貴婦人たちの開 くサロンでの会話の、一見一般的に見える冒頭の語 り手の説明が、 じ

つは小説 を構成する各エピソー ドの ヒントとなる要素を暗喩 していることを、テクス

トの詳細な分析 を通 じて明 らかにする。

キー ワー ド バ ルザ ック、 『人間喜劇』、 「私生活情景』、書 き出しの技法、

パリのサロン
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1.『 私生活情景』の意義

全137篇 を予定 した壮大な19世 紀の風俗画史 『人間喜劇』 の最初の情景、 『私生活情

景』の第一景から、バルザ ックの残 した小説世界 を、あ りのままに、当時の読者 と同

じ先入観のない形で読みなお してみる、 とい う企図の もと、バルザ ックが1845年 のカ

タログで示 した 『私生活情景』の順番、および彼の書 き込みのあるフユルヌ版全集の

指示に従って、第1番 目に置かれた作品 『子供たち』、『女子寄宿学校』、「学校の内部』

など、題名だけがカタログに残っただけで、今 日作 品として読むことがで きない、わ

ずかに断片が残 されているにす ぎない作品を検討 し、それか ら 『人間喜劇』の現時点

における最初の情景としてカタログの4番 目に位置 していた 『鞠打つ猫の店』以下の

現存の作品群を読み解いてきて、すでに40年 以上になる。その間どれだけの解読が出

来たか と言 えば、 まことに貧弱なもの、 と言 うほか無い。

バルザ ックが本格的な作家活動 を始めて以来、彼の作品群 をくくる題名 として、ほ

とんど欠けるこ とのなか ったテーマ、 『私生活情景』 とはいったい何 か。彼の公式 な

説 明をまず見てみ ることに しよう。1842年 の 『人間喜劇 総序』で、 『私生活情景』

は 「幼年期、青年期の過 ちを表現する もの」 としている。 この説明は、実 はその八年

前 にさかのぼる1834年 か ら1837年 にかけて、それ までに書 き上げていた様 々な作品を

集 めた上 に、さらにまた新 たな作 品の構想 をも明 らかにして、 『私生活情景』、 『パ リ

生活情景』、 『地方生活情景』 といった、後の 「人間喜劇』の各情景の構造 をすでに備

えている全12巻 の叢書 「19世紀風俗研究』を発刊 した際の序文 を下敷 きにした ものだ。

これはバ ルザ ックの意をうけて年少の友人フェリックス ・ダヴ ァン(1807-1836)が

書 いた もので、 『総序』 のそれよ りも、各情景の主題や意義をかな り詳 しく説明 して

いる。

『私生活情景』においては、かつて他の場所で述べ たように、扱 う人生の時期

は、やがて終ろうとする思春期の最後の発展段階 と、 これか ら始まることになる

逞 しい男 としてす る最初の打算 との間に取 られてい る。 したがって、そこでは、

もともと激 しい感情があ り、無反省な感動がある。そ こで犯 される過 ちは、意思

とい うよりは、風習に慣れず、世間の道に無知 なためである。 また女性について

言えば、不幸 となるのは、感情の真率 さを信 じ込んで しまった り、あるいは夢想

にひきず られることか らくるのだ。そうした信 じやす さや夢想は、いずれ彼 らが

生 きてい くうちに、いろいろと学 んで払拭 されてしまうのだけれ ど。青年は純粋

である。彼 らの不運が生まれるのは、社会の掟が作 り出す、あの 目に見えない対

立、我 々の本能の最 も自然な欲求 と、最 も止みがたい願望が、深い ところで発現
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する葛藤からなのだ。そこで心の懊悩が、元来最初の、そ してもっとも許容 しう

る我々の過ちとい うことになる。この人間の運命の最初の光景は、 どんな環境 に

おいて も変わ りはなかった。 だか らこの著者は安ん じて、いたる ところを迫遙 し

たのである。あるいは田園地方の片隅、あるいは地方の奥深 く、またさらにパ リ
ユ

の深層 まで。

つ まり、青年が社会に一人立ちするまでに彼 らが受ける、フローベールのいわゆる

〈感情教育〉が主題 とい うことになる。 もともと 『私生活情景』は、1827年 に出た 『故

シャ ミー子爵夫人が残 した同時代情景および歴史的情景」(こ れはバ ルザ ックが印刷

業 を営 んでいた時、彼が手掛 けた仕事の一つで もある)の 〈情景〉か らその発想 を借

りていて、そ こでは架空の子爵一家の有 り様を通 して、王政復古下の旧貴族、亡命貴

族 たちの、いわゆる 「何 も学 ばず、何 も忘れてはいない」愚昧な様が描かれていたか

ら、それに倣 う形で、表向き当代の青年の行 き方への指針を標榜するのは、 自然の成

り行 きだろう。当然そ こには、家庭の教育、母親や父親の役割が、道徳的な意図 をこ

めて語 られることになる。

たしかに 『鞠 うつ猫の店』の純情な娘が身分違いの結婚で不幸 に遭 う話か ら始 まっ

て、 『モデス ト ・ミニ ョン』の主人公の ように、賢 明な未来 を選択す る娘へ と移 り、

さらに 『フィル ミアニ夫人』の ように、貞淑な妻か ら 『ゴリオ爺 さん』、『シャベール

大佐』、 『無神論者の ミサ』、 『禁治産』 と、夫に対 して不貞で、大胆な妻の姿へ とテー

マを移 して来たバ ルザ ックの 『私生活情景』 は、『続女性研究』 を最後の作 品として

置 くことによって、そ うした男女の愛欲の葛藤 を凄 まじい迫力で描いて、一つの結論

を出すかの如 くである。

2.『 続女性研究』の成立

『続女性研究』に収め られた3つ のエ ピソー ドは、他 のバルザ ック作品 と同 じよう

に、その初 出、次稿 と様 々に発表の形態 を変えているが、一編の小説 としての最終的

な形 は、 『ゴ リオ爺 さん』 にお いて、ヴォケー夫人 の営 む下宿屋 にお けるラス ティ

ニャ ックの親友の医学生、最終的 には名 内科医オラース ・ビアンシ ョンが語 り手 と

なって、 「ベア トリックス』に登場 してい る、ジ ョルジュ ・サン ドをモデルとしたと

言 われる女流作家マ ドモワゼル ・デ ・トゥッシュの邸の夜会が果 てたあ と、親 しい友

1FelixDavin,Introductionaux"EtudesdemoursauXIXesiecle"inComediehuynaine,edition

Pl6iade,tomeI,1976,pp.ll43-ll44.以 下C.H.と 略 す る 。
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人たちが集い、そ こで語 られる客 たちの奇談を報告する、 とい うもの となった。最初
リオ ン

の話 は、『ゴプセ ック』 において、美貌 と才気で人妻を誘惑す るパ リの獅子の一人、

ア ンリ ・ド ・マルセー(彼 が 『人間喜劇』の カタログにおいて、 「続女性研究」 の直

前 に位置する 「結婚財産契約』の主人公であるマネルヴィル侯爵の親友、ア ドヴァイ

ザー として登場 しているこ とにも注意 してお こう)の 人妻 との恋の顛 末、それか ら

「申し分ない女性論」Lafemmecommeilfautが 語 られ、詩人のカナリス(『モデス ト・

ミニ ョン」で重要な脇役 を務める)が 、ナポレオン論 をぶつ。そ してモ ンリヴォー伯

爵がモスクワ遠征の際のエピソー ドを語 る 「大佐の女」、最後が ビア ンション自身の

語 りで、一般的に 「グランド・ブルテー シュ奇談」 として知 られる話 をして終 わる。

セルバ ンテス以来、あるいは 『千一夜物語』以来の 「入れ子構造」を踏襲する作 品

である。これ ら3つ のエ ピソー ドが、 フユルヌFurne版 「人間喜劇』 の第2巻 に収

め られた先の二つのエピソー ドを収 めた 『続女性研 究』 と、 フユルヌ版 「人間喜劇』

の第4巻 に収められた 「グランド・ブルテーシュ奇談」とを合わせた形でまとめるよ

う、バルザ ックが残 したフユルヌ版 『人間喜劇』の訂正版に残 された指示 に従 った編

集が現在なされて、「続女性研究』 というタイ トルの下に、一つの小説 「続女性研究』

になって、現行のほとんどすべてのエデ ィシ ョンがそれに倣 っている。

じっさい個々に語 られる話 には、先 にも記 した通 り、すでに他の雑誌や短編集にそ

の第一稿が寄せ られていた。たとえば、 冒頭のパ リの夜 会後 の談話 のあ りさまは、

1832年 にバ ルザックが友人のフィラレット・シャールPhilareteChaslesと シャルル ・

ラブーCharlesRabouと 一緒 に出 した短編集 『コン ト・プラン(ContesBruns)』(本

来褐色 を表すプランには、暗い、陰欝な、 とい う意味がある。)に おける 「11時と12

時の問(Uneconversationentreonceheuresetminuit)」 という文章 で、バ ルザ ック

がまずパ リの社交界で心お きなく会話 を楽 しめるのはどういう所か、を論 じた個所 を

充 てた ものだ。次の 「申し分 ない女性論(Lafemmecommeitfaut)」 は、1839年 に

出た、いわゆるフィジオロジー ものの代表格、『フランス人の描 くフラ ンス人(Les

乃η〃ρ廊 ρ6磁3ρα76雛 〃z6〃z6∫)』に寄稿 された もので、1839年 の刊行(執 筆はその前

年)、 申 し分 ない女性 とは どういうものか を皮肉な形で書 いた もの。ちなみにここで

書かれた文章の大半が、 ほぼ同時期に書かれる 『老嬢』 に入っていることも付 け加 え

てお こう。

次の詩人 カナ リスのナポ レオ ン論 も、「11時と12時 の間(Uneconversationentre

onceheuresetminuit)」 に書いた ものの、ほぼ全面的な採録。「大佐の女」のエピソー

ドは1834年 の雑誌 「ナポ レオン(Naploeon)」 に寄稿 されたもので、これ もナポ レオ

ンのモス クワ進軍中の一場面 として、印象の濃い もの となっている。元の原稿 にあっ

たコレラの病のエ ピソー ド、あるいはコン ト、観察などの記事 を集めた ものを、いわ
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ゆる 「人 間喜劇』 として刊行する際 に、第二巻でひ とまとめにし、「グラン ド・ブル

テー シュ奇談」は第4巻 に収め られた。その もともとの作品は、1832年 の 『私生活情

景』に 『忠告(LeConseil)」 と題 して、先に 『私生活情景」の 中で小 さい短編 とし

て掲載 されている 「ことつ て(LeMessage)』 と合 わせて、一つの短編 を形成 してい

たものだ。それがフユルヌ版 『人間喜劇』の第4巻 に収め られる際には、『グラン ド・

ブルテー シュ、あるいは3つ の復讐(LaGrandeBretecheoulesTyoisTlengeances)』

と して1832年 の短編 集ContesBrunsに 収 め られ てい た 『ボ ヴ ォワール子 爵(Le

ChevalierdeBeauvoir)』 と 『スペ イ ンの貴人(UnGrandd'Espagne)』 を一緒 に、

1837年 のWerdet版 『19世紀風俗研究』の 『地方生活情景』の第7巻 として再録 した

ものを元 にしてい る。それがバルザ ック自身のフユルヌ版全集の自筆訂正版に、『続

女性研究」に続けて同 じ一編の小説 とす るように、との指示があるため、現在の版は、

彼 の意志 を尊重 して、先の4つ のエ ピソー ドとこの 「グラン ド ・ブルテーシュ奇談」

を合わせた一編の 『続女性研究』 として扱 うに至っているのである。

このい ささか複雑 な 『続女性研究』の成 り立ちか らしても、 この中編小説が、全体

として統一 した思想や構想で生 まれ出た作 品でないことが よく理解で きよう。けれ ど

もバルザ ックの大抵の作品は、 こうした複雑な形成過程 を経て きているのであ り、新

しく作品 を刊行するたびに、加筆、訂正あるいは削除 を施すことによって、バ ルザ ッ

ク自身の頭の中に、また新たな構想 が湧いて、あたか もまった く新 しい作 品が生 まれ

るの と同じ効果をもつ ような結果 となる。こうして作 り上げ られた 『続女性研究』を、

「私生活情景』の最後 を締 め括る位置に置 くのは、おそ らくは作者 自身にそれな りの

構想 が熟 して決定 した もの と思われる。果たしてそれはどんな姿で現れるのか、以下

に具体的なテクス トを通 じて見てみることにしよう。

3.「 書き出 し」の妙味

この作品はレオン ・ゴズラン(LeonGozlan,1816-1866)に 捧 げられている。 この

献辞は最初のテクス トか らついていたわけではなく、 フユルヌ版の 『人間喜劇』にお

いて付 けられた。バ ルザ ックよ り17歳年下のジャーナリス ト兼作家のゴズランは、マ

ルセイユで船舶の関係 の仕事 をしていたユ ダヤ人の家 に生 まれた。家が没落 したた

め、沿岸 を交易する船の乗組員 とか小学校の教員、本屋の店員 をした後に、ジャーナ

リスムの世界に入 り、い くつかの新聞に寄稿 したあと、バルザ ックに作品を読んで も

らい、その上お金を借 りようとした若者で、 この時彼は26歳 。ち ょうどバ ルザ ックが

初めて 『結婚の生理学』 という作品を書いていた年齢 と重なるので親近感を覚えたの

か、彼が気 に入 ってあちこち連れて廻 った。
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彼の書いた 『ス リッパを履 いたバルザ ック(Balzacenpatoufles)』 と 「ジャルディ

でのバ ルザ ック(Balzacaux/ardies)』 は、バルザ ックの伝記で もよく知 られている。

ち ょうどこの フユルヌ版の 『人間喜劇」の配本が始 まった頃に、こうしたつ き合い も

始 まった。 レオン ・ゴズランの小説家的才能は認めていなかったが、その人間的な面

白さを感 じていたバルザ ックは、いわばその友情の印 としてこの献辞 を書いた という

べ きか。添 え られている献辞 に 「文学の上での良 き友情の証 しとして(commeun

t6moinagedebonneconfraternit61itt6raire)」 とあるか ら、まさしくバルザ ックはゴ

ズランに文学的な同情、文学上の同志 をみていた ことになる。

その献辞 は、もちろん現在ある形での 『続女性研究』への序文ではない。1842年 の

フユルヌ版 『続女性研究』であって、この時 「グラン ド・ブルテーシュ奇談』 は別の

巻 に収め られていた。 したがってレオ ン ・ゴズランに宛てた献辞の意味は、む しろ若

い文学者に社交界での文学者の振 るまいの模範を提供する、 ということであったのか

も知れない。

物語 はどう語 られているか。 まず冒頭 を見てい くことにしよう。

パ リではたいてい、いつ もの ことなが ら、舞踏会で も大夜会で も、二つの タイ

プの夜会の過ご し方がある。 まず公式 な夜会があって、それに出席す るのは、是

非 にと招待 された人々、それか らいわゆる上流社会の人々が、退屈 しつつ席につ

くのである。それぞれ隣の人間を気に しなが ら気取 っている。ほ とんどの若い女

性がそ こへ出て くるのは、たった一人の人間のためである。女性のおのおのが、

ほっとして自分がその人物にとって一番美 しいと確信 し、 またその考えがその場

の何人かに認め られたと思える時には、大 したこともない、 さまざまな言葉 を交

わ した後、た とえば、「あなた、早 くか らクランパー ドへでかけるおつ もり?」 「ボ

ルタンデュエール夫人 はとてもお上手にお歌いになったわねえ1」 「あの小柄の

ご夫人はどなた?た くさんダイアモ ン ドを着けていらっ しゃるわね」 といった言

葉 など交 わした後か、あるいは少 し警句めいた言葉でその時 は笑 って済 ませて、

長 く相手を傷つける会話が交 わされた後のことで、その時には蝋燭が燭台の受 け
2

皿で じりじりと最後の光 を輝かせ ることになる。

バルザ ックの小説の冒頭は、例外は もちろんあるが、大抵が物語の主題 と一見、直

接かかわらぬ ような、大上段 に振 りかぶった、あるいは一般的な議論か ら始 まること

が多い。そのためバルザ ック作品の味読 を勧める研究者 も、書 き出しが長 々と面倒 く

2Balzac,、4utreetudedefe〃ime,CH.III,p.674.以 下.4.fと 略 す る 。
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さいので、ここをすっ飛 ばして読 んで もかまわない、などと書 く人 さえいる。

ここもその通 りで、「女性の研究」 と銘打 ちなが ら、直接物語の展 開に関わるとも

一見思えないパリの夜会 についての語 り手の印象、あるいは観察か ら始 まる。だか ら

といって、この書 き出しの部分 を 「すっ飛 ばして」 しまっては、バルザ ックの苦心が

報 われまい。 この語 り手が、いわゆる 「作者」あるいは物語 に関係の無い、文字通 り

の 「語 り手」ではな く、 『人間喜劇』で盛ん に登場するビア ンシ ョンとい うことが知

れるのだが、それは物語が進 んでか ら彼 とわかる仕掛けになっていて、 これ もはなは

だ巧みな導入の仕方 と言 えるだろう。なぜ なら今引用 した形の文章で始 まれば、読者

は、小説の登場人物の語 りではな く、作家 自身の観察や意見だ と思い、少 な くとも耳

を傾けることになるか らだ。 しか しその実、物語の作中人物の感慨であることを知 る

と、 こうした観察が、物語の展開と微妙に関わって、一つの暗示的な方向付けをして

いることに気づ くことになる。

「パ リで はたいてい、いつ ものことなが ら、舞踏会で も大夜会で も、二つの タイプ

の夜 会の過 ご し方が ある。(AParis,ilserencontrepresquetoujoursdeuxsoirees

danslebalsoudanslesraouts.)」 と冒頭に言 うのは、た しかに読者の興味をそそるは

ず だ。 というのも、当時の社交界は、夜会でもって成 り立 っているわけで、それを 「パ

リのソワレは2通 りある」 と言われる と、つい、 どんな?と 聞 きた くなるのが、社交

界 の人 々の常 だろうか ら。 じっ さいこの文章が最初 に 「アルティス ト(L'Artiste)』

誌 に 「閨 房 の 一 場 面(Unescenedeboudoir)」 と 「獅 子 の 最 初 の 武 器(Les

Premieresarmesd'unlion)」 と題 されて掲載された時、 ここは第一章 「パ リの夜会

の秘密(ChapitreI:Lesecretdessoireesparisiennes)」 とい う章題がつ けられていた。

「秘密」 というだけで、読者の興味を引いたに違いない。

ここで夜会がlesraoutsと イタリックになって強調 されているのは、この語が当時

まだ新 しい言葉であるか らだろう。ロベールの辞典では1824年 が初出 となっているか

ら、此の作 品が書かれて10年 にもなっていない。Raoutは もともと英語から来た もの

で、大勢で集 まる会を意味するが、 ここでイタリック体で書かれているのは、その新

語的ニュア ンスを出す とともに、 イギ リス人の夜会の存在を も想像 させ よう。いわゆ

るアングロマニー 「イギリス趣味」 とい うものであるが、当然、い まか ら論議する夜

会にはイギ リス人たちもいることを暗に予想させる。それにraoutと い う英語 は、 も

ちろん大夜会 とい う意味はあるけれ ども、その綴 りか らも知れるように、大潰走、と

いう意味 もあり、そのために混乱 した群衆、暴徒 という意味 ともな り、 さらに くまな

くほじくり出す、 くまな く探 し、叩 き出す、 とい う別の意味 も持つ。このことはやが

て物 語の展 開 とともに、思 い起 こす必要 がでて くるはず だ。 しか し今 の ところは

balsとraoutと いう形の舞踏会、あるいは舞踏会 を含む大会食 と考 えておこう。
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ソ ワ レ

さて2つ の夜会のうち、一つは公式の、いわゆる普通 にソワ レと呼ばれるものだ、

とい う。 これはよく懇親会な どで、初めての人間や義理で招待す る人間、あるいはな

にか美味 しい ことで もあるか と魂胆のある客な ども一堂に会する。従 ってつい気の知

れぬ隣の人間に気を使い、つんと済 ましてみせ るのである。若い娘はお 目当ての男が

いるが、それがはっきりと他の人間にわかって しまっては一大事。 したがっていっそ

う知 らぬふ りで、当た り障 りのない会話に耳を傾ける振 りを しなが ら、 目当ての男性

の視線が 自分に向け られるのを待 っているという寸法だ。そればか りではない。 ライ

バ ルの出現 にいっそう神経を尖 らせ、自分の美貌に遜色 ないか を油断無 く周囲を見 回

して確認する。

「クランパー ドへでかけるおつ もり?」 とい う質問にあるクランパー ドは、「二人の

若妻の手記(Memoiresdedeuxjeunesmariees)』 に登場す る一方の主人公ルネ ・ド ・

レス トラー ド伯爵夫妻の領地の名前で、マルセイユ近 くのジェムノスの谷 間にある。

ルネは修道院で教育を受けた時代 の友人で、『二人の若妻 の手記』の もう一人の ヒロ

イン、本当の意味での ヒロイ ンとも言うべ きルイーズ と較べて、実利的な、 リアリス

トで恋愛 を意識的に遠 ざけ、良妻賢母 を心がける女性だか ら、その領地に出かけるか

どうかを尋ねる、 とい うのは、それな りに空想的な事柄、ロマ ンティックな事柄に水

をさすような言葉 とい うことが出来る。

また、「ボルタンデュエール夫人は とて もお上手にお歌 いになったわねえ1」 と噂

されるボルタンデュエール子爵夫人は、この 「続女性研 究』に続 く 『地方生活情景』

の第一編 『ユルシュル ・ミルエ』の ヒロイ ンで、 この女性 も極めて温順で貞淑 な人柄

が 「人問喜劇』で も目立つ人物である。 したがってこの噂話 もまたロマ ンティックな

色彩に欠けていて、本来 した くて堪 らぬ情事の噂 とはまった く縁がない。さればこそ

毒 にも薬に もならぬ話題 として、子爵夫人が こういう夜会で噂 として登場することに

なる。そ して最後の 「ダイヤモ ン ドを着けている小柄な婦人は誰?」 という問いにい

たって、話が段 々と生々 しい、毒気を帯びたものになる、 とい う風に、一見いかに も

とりとめ もない話を して、時間をつぶ している印象 を与えなが らも、長い退屈 な夜会

が、徐々に確信に触れている様子が、実 に巧みに描かれているのが よくわかるだろ う。

そのことは、続いて 「あるいは少 し警句めいた言葉でその時は笑って済ませて、長

く相手を傷つける会話が交わされた後の ことで(unplaisirpassageretdesblessures

delongueduree)」 とあって、会話が段 々と核心に入 ってい くことを暗示する。原文

にあるunplaisirpassager「 つかの間の心地 よさ」 とdesblessuresdelongueduree

「長い間 うず く傷」 との対比がみごとだ。その時には蝋燭が尽 きて、受け皿で じりじ

りとしている、と書いて、 まさしく人々の心 も燃えさしが赤 く輝 くような(そ れ もい

ささかの不快感 さえある)気 持 ちの苛立つ さまを、 うまくメタフォリックに示 して、
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まことに興味深い描写 となっていることにも、バルザ ックの冒頭のイニシエーション

の巧みさを堪能させ る。

もう少 し読み進んでみよう。

や しき

邸の女主人は、その頃になって引 き留めに掛か り、何人かの芸術家や陽気な人

間、友人たちにこう言 う。「もう少 しい らしてよ。夜食 を取 りましょうね、私 た

ちだけで。」皆が小 さいサロ ンに集 まるこ とになる。 もう一つの、つ まり本当の

意味での夜会が始 まるわけだ。その夜 会では、かつての旧制度下 と同 じように、

それぞれ話 されることもよくわか り、会話 も全員に及ぶ もので、当然才気 を見せ

て、他の聴 き手 を楽 しませるようにしなければならない。すべてめ りは りが効い

て活 き活 きとし、率直な暎笑が堅苦 しい雰囲気のあとに続 く。社交界ではそ うし

た堅苦 しさが、飛びき りの美女たちを悲 しませ るのだか ら。そ うして、やっと歓
ヨ

楽がは じまるのは、大夜会が終わったところか らになる。

邸の女主人 といって も、夫がいないわけではない。 しか しこうい う場合、いっさい

のマネー ジメン トを引 き受けるのは妻の役割で、夫はその妻の言いな りを装 うのが普

通である。 しか しまた夫が こういう夜会に不在の場合 もある。 また独身の、あるいは

未亡人の開 く夜会 もあって、この物語の場合、この前置きが終わった後に、女流作家

マ ドモワゼル ・デ ・トゥッシュの邸での夜会が展開されるか ら、そのことも遠望 した

書 き方 と考 えてもいいだろう。第二の夜会へ引 き留める最初の人たちの中で、芸術家

がまずあげ られるの も、いかにもバルザ ックらしい。 じっさい夜会をにぎわすのはそ

ういった種類の人間であ り、ついで陽気な、座 を盛 り上げる人間、それか ら気の置け

ない友人たち とい う順番 になる。その第二回 目の、すなわち本当の夜会での様子は、

先の公式な ものと、あたか も正反対 の形で、実にた くみに説明されてい くことになる。

先に解説 される夜会は、隣人、 あるいはつい近 くの者 だけが対象で、 しか もツンと

とり澄 ました形。 ところが この次の夜会の会話は、ちゃんとそれぞれが了解 した もの

でなされる。laconversationestg6n6raleす なわち 〈会話が全員に及ぶ〉総合的な、

一般的な、皆を巻 き込むもの と書かれて、孤立 した会話はない。すべてが くっ きりと

イメージ豊かに、話 も退屈な ものだったら願い下げ。皆が才 を競 うように話す。美女

たちはそ こで初めて、自分たちの美が、十分 に評価 されることを知 っているのである。

この ように書いておいて、次の観察が続 く。

31bid.,p.673.
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大夜会 とい う、 この冷ややかな贅 を、 よくよく観察する場、 自尊心が盛装 して

の一列縦隊は、イギリス人が発明 した ものの一つで、彼 らは他国の人民を 「で く
4

の坊にする」 ように心がけているのだ。イギ リスが執着するのは、 どうも全世界

がうんざりする もの、イギ リスにうんざ りすると同様、 しかも同 じくらいにうん

ざりしているものに対 してのようだ。この二回 目の夜会 は、 したがってフランス

の何軒かの屋敷 においては、 われ らが陽気 な国のかつてのエスプ リが、一種の巧
ら

妙 な抗議を してみせ ていることになる。

もちろん、社交界 は言 ってみれば、男女 ともに戦場に例え られるのであって、それ

はこの引用の文章をよく読めば理解で きよう。 しか し、 じつは単 なる比喩 ばか りでは

ない。わざわざsoireeと い う言葉を使わずに、raoutと いう英語語源 と同じ単語をこ

こで使用 しているのは、いかにもライヴァル心旺盛 に、綺羅を競い、威厳 を競 う様 を

鮮やかに捉える比喩 として大夜会が機能する他に、raoutと いう語 には、軍隊の用語

では大潰走、 とい う意味 もある と先 に述べ た とお り、本文 をよく見 ると、た とえば

revue「 閲兵」 とかdefile「 隊伍 を組 んでの行進」 とか、それ こそ軍隊用語が使 われ

ている。つ まりその ことは、バ ルザ ック 自身が このraout(大 夜会)の 語が英語の

raoutか ら来て、その言葉 の意味 もよく了解 していた という証にほかな らない。

それはこの物語全体の一つのキー となる戦争、他 国との戦争 と敗退、潰送 とい う事

柄 を、すでに踏まえての文字での暗喩 ということになるだろう。そ して、そ うした他

国の支配の下でのフランス人 としての 「プロテス ト」のや り方、 とあるのは、単に親

しい ものばか りか らなる夜会の発想だけでな く、む しろ抑圧 された、支配される人間

の行動原理 をも明 らかに しているように思 われる。

こうして、一見 まわ りくどい背景の説明にす ぎない ように見えるバルザ ック小説の

冒頭は、作者のきわめて戦略的で、 目のある読者 を密かに喜 ばせ る、 きわめて文学的

な伏線が しつ らえられているのだ。 ここで 「語 り手」が、いかにも訳知 り顔に書 き記

す夜会の紹介は、 じつは同時代の歴史を裏側か ら写 し、かつその場の議論や当時のサ

ロン文学(少 な くとも、バルザ ックや同時代人たちは、で きあが った自作 の草稿 を、

4こ こで 「で くの坊 に す る」 と訳 した 〃aecanifierと イ タ リ ッ クで 記 さ れ て い る語 は 、 普 通 の 辞 書

に は の っ て い な い。 お そ ら くは こ うい う意 味 か、 とい う気 持 ち で仮 の訳 を ほ どこ した。 いず れ に

して もメ カ ニ ック にす る、 とい う程 度 の 意味 で、 イ タ リ ック に して い る の は い か に もイ ギ リス 人

が片 言 で フ ラ ンス 語 と して 語 って い る様 子 を示 そ う と した造 語 で は な い か(m6caniser機 械 的 な

もの に す る 、 とい う言 葉 は フ ラ ンス 語 に あ る)。 フ ラ ンス の 注 釈 者 は なぜ 等 閑 に付 して い る の だ

ろ う。 い さ さか 疑 問 で あ る 。 そ れ は と もか く、 こ の短 い 一 文 、 先 の 引 用 にす ぐ繋 が る もの だ が、

先 に はlesraouts.と フ ラ ン ス語 と な っ た 英 語 を示 し、 こ こ で は も と も と の英 語 を 示 す と こ ろ に、

作 者 が元 来 の英 語 の意 味 を も理 解 して い た こ とが わ か る 。

51bid.,p.673-674.
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パ トロンである貴族夫人や友人のサロンで、読んで批評や讃辞を求めた。)の 舞台裏

を明 らかにするように見せなが ら、それ こそ玄人 も素人も巻 き込んで、バ ルザ ックの

小説世界へ と読者を誘い込むのだ。

次に続 く文章は、そのことをはっきりと証拠立てる。

けれ ども、不幸なことに、 ほとんどの屋敷がそんな抗議の形は とらない。 しか
こんにち

もその理由は実に簡単だ。それほ どた くさん夜食 を今 日食べ な くなったとい うの

も、他の どの時代 と較べて も、 これほど何 もか も詰め込んで、気取った、成 り上

が りの人間が、ルイ ・フィリップ政権の下、 ます ます多 くなったか らで、この時

になって、大革命がまた正当な形で始 まったのである。みんな何 らかの 目的に向

かって走 るか、財産 目当てに駆 け足 をしている。時間が一番貴重 な品物 とな り、

誰 もが翌朝 自分の家 に帰 って、ゆっくり目覚めるとい う贅沢 中の贅沢 を、 どっぷ
6

り楽 しむことがで きな くなったのだ。

時代 を見るバ ルザ ックの まなざしが、 ここではっ きりと表われている。バルザ ック

の 「人間喜劇』がルイ ・フィリップの 「七月王政」の時代を、鏡の ように映 し出そう

としていることは、『人間喜劇』の序文 を見 てみて も明 らかだが、そこでの言説 とお

な じように、 この小説の語 り手 も 「七月王政」の システムと当時の社会情勢に、批判

的な姿を見せている。 しか しバルザ ックの小説世界 において、 まさしく 「何 もか も詰

め込んで、気取 った、成 り上が りの人間(Benscases,posesetarrives)」 が、思 うさ

ま威 をふるい、富を獲得 して、旧来の人問関係、旧来の感情 を重視す る昔的人間が、

ともすれば悲惨 な運命に翻弄されることが多い ところに、彼の小説的技量、 とい うか

鋭い観察が、著者の意図とは別の形で、 自ず と現れてくる。芸術の真の怖 さ、凄みが

そこにあると言えようか。

こ こで 「大 革命 が また正 当 な形 で始 まった ので あ る。(laRevolutionarecom-

mencelegalement.)」 とあるのは、1789年 の フランス大革命の時 には、まさしくバス

ティーユ襲撃の暴徒 を中心 として、貴族、平民の圧倒的階級差が逆転 しはした ものの、

それは非合法の 「革命」であったのに対 し、 この七 月革命は7月28日 、29日 、30日 に

わたるわずか3日 間、パ リの市民、学生がシャルル10世 に代表 される旧勢力に対 して

立 ち上がった暴動で、 シャルル10世 はイギリスに亡命、傍系のルイ ・フィリップが棚

ぼた式に王位についた。

ルイ ・フィリップを支持 した大 ブルジ ョワジーは、旧貴族を抑 えて新貴族 とな り、

61bid.,p.674.
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政 治 、経 済 を牛 耳 って い く。そ れ こそ は合 法 的 な革命 とい うわけで 、バ ルザ ックは こ

う した合法 的 であ って も価値 転換 を強引 に進 め るや り方 を、彼 の作 品の 中で さま ざま

な評 言 で披 露 して い る。 「誰 もが翌 朝 自分 の家 に帰 って、 ゆっ く り目覚 め る とい う贅

沢 中の贅 沢 を、 どっぷ り楽 しむ こ とが で きな くな ったの だ。(personnenepeutdonc

selivreracetteprodigieuseprodigalitederentrerchezsoilelendemainpourse
たしな

reveillertard.)」 とあるのは、かつての貴族の嗜み として、昼 までは床 に就いている、

とい うのが、ブルジ ョワの商習慣か ら、朝早 くか ら起 きて日中忙 しく立ち働いて稼 ぐ

ことへの皮 肉が込め られている。

この一節が最初に単行本に収録 されたのは、1832年 友人のフィラレット・シャール

とシャルル ・ラブーと一緒に出した短編集 『コント・プラン』における 「午後11時 と

午前零 時の問(Uneconversationentyeonzeheuresetrninuit)」 とい う文章 である。

まさしく真夜中にゆっくりとお しゃべ りを楽 しむ、その話題のネタとしての コント集

という意味 をも込め られた本の中での一節で、「翌朝 自分 の家に帰 って、ゆっ くり目

覚める という贅沢中の贅沢を、 どっぷ り楽 しむ」 とい う文章が載せ られていることに

注意す る必要が ある。パ リ郊外の ジャルディに居 を構 えて助 手のシャルル ・ラ ッサ

イーCharlesLassay(1806-1843)と 同居 したバルザ ックが、夜中寝ているラッサイー

をたた き起 こし、「君 はまだ夜 は仕事 をす るものだ とい うことがわかっていない」 と

叱ったエ ピソー ドはよく知 られている。 ことは単に執筆作業の秘密を打ち明けるだけ

でな く、「貴族的」であろうとした彼 の、夜 と昼 との認識 を明 らかにす るように思 わ
7

れ る。

4.2つ の夜会

旧制度下のいわゆる 「真正の、 旧時代の美風 を残す」夜会があるとすれば、 とその

例が次に語 られる。

ソ ワ レ

したがって もはや第二の夜会を見いだせ るのは、かな り裕福な女性で、その屋

敷 を開放できる所 しかない。それに1830年 の7月 以来、こうした女性が数えられ

るのはパ リにおいてである。暗黙の反対をフォブール ・サ ン ・ジェルマ ンが示す

7ラ ッサ イ ー は 、 い わ ゆ る プ チ ・ロ マ ンテ ィ ック の一 人 で 、 自己 の体 験 を も とに した 、 か な わ ぬ恋

を 歌 う 詩 編 を 発 表 し 「ア リ エ ル 、優 雅 な 社 交 界 の 日記(.Oriel,ブournaldumondeelegant

(1836))』 、 か つ 自伝 的小 説 「トリ ア ル フの 悪 巧 み』lesRoueriesdeTrialph(1833)を 発 表 す る

程 度 で 、む しろ バ ル ザ ッ クの 「幻 滅(LesI〃usionsperdues)』 にお い て 、主 人公 リュ シ ア ン ・ド ・

リュ バ ンプ レLuciendeRubempreが 書 い た と さ れ る ソ ネ ッ トの幾 つ か を、 彼 が 書 い た こ とで知

られ る。 ラ ッサ イ ー は晩 年 神 経 を病 ん で お わ っ た とい う。
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しり め

のを後 目に、二、三の女性、そのうちにはデスパール侯爵夫人 とデ ・トゥッシュ

嬢がいるが、彼女たちは自分 たちのパ リにおいて持 っていた影響力 を断 とうと思
8

わず、サロンを閉 じなかったのだった。

かつての貴族的生活、と りわけ社交の風習を、今の時点に活かす ことは、庶民の王

を標榜するルイ ・フィリップ政権 を支 えるブルジ ョワ貴族たちの容認するところでは

なかった。ここにも当時のパ リの社交界 を二分 していたフォブール ・サ ン ・ジェルマ

ンとシ ョセ ・ダンタンのライヴァル関係 を、テクス トの背後 にみることがで きるか も

知 れない。フォブール ・サ ン ・ジェルマ ンの暗黙の反対、 とい うのは、 フォブール ・

サン ・ジェルマンの社交界での絶大な権力 を知 らない と、デ ・トゥッシュ嬢の意気 を
9

測 り知ることがで きないだろう。

二、三の女性が、と書いておいて、「その うちにはデスパール侯爵夫人とデ ・トゥッ

シュ嬢がいる」とあるのは少 し妙 な言い方で、それならあ と一人は、 と聞 きた くなる

が、それはともか く、デ ・トゥッシュ嬢は、後に物語が展開するサロ ンの主人 として

説明 されるとして、デスパール侯爵夫人の名があげ られるのはなぜか。

彼女 については、この 「続女性研 究』の前の前、すなわち 『結婚財産契約』の前 に

位置 していた作品 『禁治産』 において、彼女はその中心人物 として登場 してお り、ま

た 「結婚財産契約」 において も、 ヒロイン、ナタリー ・ド・マネルヴィルを庇護する

友 人 として登場、更 に言えば、先 に出ていたボルタンデュエール子爵夫人の友人 ル

イーズ と恋の鞘 当てをしたこともある。つま りここで も 「私生活情景』に収め られる

作 品群の位置が意識的になされている、 と考え られるのだ。そ こでは彼女 はどの よう

に書かれていたか。「禁治産』のその部分を引用する。

ア 　ラ 　モ　 ド

い ったい どういう偶然で一家の母親 ともあろう人が、33歳 の年齢 で、 当世 風
モ 　 ト

なのか?な るほ ど流行は気 まぐれなもので、何が好 まれるのかあ らか じめ予測 も

つかず、 しばしば銀行家の妻 とか、その洗練度や美貌の疑わ しい女性 を持 ち上 げ
モ 　 ト

ることはあるに しても、立憲政体 と同 じように、流行が最年長の者に主導権 を与

えた とすれば、摩詞不思議なことに思 われるに違いない。 ここではモー ドも世 間

一般 と同じようにしていたのだ。つ まりモー ドはデスパール夫人を若 い女性 とし

て受け入れていたのである。侯爵夫人は戸籍簿では33歳 だったが、22歳 としてサ

8Balzac,Op.cit.,p.674.

9フ ォブ ー ル ・サ ン ・ジ ェ ル マ ンに つ い て は柏 木 隆雄 編 「バ ル ザ ッ ク と ち ょっ と良 い 旅 フ ラ ンス』

(2003.3.恒 星 出版)の 村 田 京 子 氏 の 記 述(「 シ ョセ ・ダ ン タ ン」p.66.「 フ ォ ブー ル ・サ ン ・ジ ェ

ル マ ン」p.99,pp.104-110)が 参 考 に な る。
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ユむ

ロ ンの夜会では通ることになった。

モ 　 ド

ここで 「立憲政体 と同 じように、流行が最年長の者に主導権 を与えた とすれば、摩

詞不思議 なことに思われ るに違いない。」 とあるのは、 もちろんデスパール侯爵夫人

の年齢 に似合わぬモー ドの最先端 を行 くことへの皮 肉であるが、わざわざ 「立憲政体

(七月王政 はフランス国民の王ルイ ・フィリップを国王 として頂 きなが ら、権限は議

会 にあった。柏木注)と 同 じように」 と書 くことで、当時の議会の長には、最年長の

人間が充て られるのをきま りとした。そのことを調 しているのである。

さらに彼女の人工的な美の保全が、以下の ように詳 しく記 される。

けれ ども、 どれほどの手入れ と技巧が施されたことか1作 り物の巻 き毛がその

額を隠 していた。家 にある時は、薄いガラス窓を通る光 を防いで くれる色調の中

にい られるように、彼女 は病気を装って、わざわざ薄暗い中に身を置 くことに し

ていた。ディアーヌ ・ド・ボアチエのように、冷水で沐浴 したし、 さらに彼女 と

同 じように、馬の毛の上 に横 たわって、眠るときはモロ ッコ革の枕でその髪の毛

を保護する。 ものをほとんど食 さずに、飲 むのは水 だけ、疲れない ように動作 を
　　

調整 し、生活のほんのわずかの行いに も僧院風の厳密な態度を貫いた。

デスパール侯爵夫人の、年齢 を欺 く超人的なエ ピソー ドが、他の歴史に名を とどめ

る美人を例 に語 られ、きわめて当世風の女性 である侯爵夫人の、自然から遠 く離れた、

人工的な印象が強調 される。それは、社交界の一方の旗頭であるデスパール夫人のサ

ロ ンの特質 を浮 き彫 りにするだろう。 というの も、『禁治産』では、そのことがはっ

きりとこう書かれているか らだ。

彼女のサ ロンは政治的な意識を持つ ことになった。「デスパール夫人の ところ

では、みんなどう言 っていたか?デ スパール夫人のサロ ンは、その ようなや り方

には反対 だ。」 といった ような言葉が、かな り多 くの愚かな連中の間で繰 り返 さ

れるようにな り、一種の派閥的な権威 を、彼女 に忠実な一派 に与 えることになっ
ユ　

た 。

七月王制下のサロ ンの有 り様の一つ、あるいはサロンがパ リの社交界、政界ではた

10Balzac,LInterdiction,ed.delaPleiade,III,1977,p.451.

111bid.,p.451.

121bid.,p.454.
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す役割の形が この一文に凝縮 されていると言 うべ きか。またそ こにはサロンの主 とな

るデスパール夫人の権力の源 も推測 される。それは以下の文章に描かれる夫人の強烈

な個性が大 きくものを言 っている。

彼女 には憎悪 も恋 情もない。ひとたび侮辱 されれば、彼女 の復讐は冷 ややか

に、なんのため らいもな く思いのままに行 われた。自分の記憶の中に残って気分

を悪 くする人間に、意趣返 しをする機会の来るの を待って、彼女 は返報する。自

ら動かず、騒 ぎもせず、ただ語るだけだ。 というのも女 は二言いうだけで、三人
ユヨ

の男 を殺せ るのを、彼女 は承知 していたか ら。

バルザ ックはこのように 「夜会」をテーマに した文章において、パ リにおける代表

的なサロンとして、二人の女性の名前 を具体的に挙 げることによって、 「私生活情景』

の中で描 いて きた ヒロインの名前 の背後 にある物語、人物、性 向を浮かび上が らせ、

いたず らに饒舌を振 るう必要を省 く。彼が発見 した 「人物再登場法」のあざやかな効

果が ここで発揮 されるのだ。

デスパール侯爵夫人の名前が文章の中にあがるだけで、彼女の強いキャラクターが

読者の脳裡 に浮かぶが、それは 『続女性研究』が、「禁治産』そ して 『夫婦財産契約』

と並んだ、その次を受けて配置 されているところに、バルザ ックの 『私生活情景」構

成の密度 を推 し量ることがで きる。

この場面 まで、第一のソワ レの話で、 うわべの社交的な、良妻賢母型のイメー ジが

連ね られたあとでのデスパール侯爵夫人の名の登場 は、それだけ以後の物語の成 り行

きに波乱 を感 じさせる もの ともなるだろう。つ ま り、 『私生活情景』の各編 を読んで

きた読者には、デスパール侯爵夫人が夫 を禁治産に追いやって、自己の欲望のままに

生 きる女性であることが理解 されているわけで、彼女の名が ここで挙 げられるのは、

そうした妻 と夫の力関係の図式 をも、読者の心 に胚胎 させる力 を持つ。

デスパール夫人のような強い気質の女性 と並列 されるデ ・トゥッシュ嬢 も、正 と反

の形で対の一方として名が挙 げられたことは疑いない。そ していよいよデスパール夫

人のサロンと並べて比べ られるマ ドモワゼル ・デ ・トゥッシュのサロ ンが説明される

に及んで、バルザ ック 『人間喜劇』の連環の糸が、 しっか りと張 り巡 らされているこ

とが、いっそう明快 に理解 されることになる。 しかもまたデ ・トゥッシュ嬢の場合、

「ベ ア トリックス』 における恋の裁 き手の姿を見て、いかにもそうした二度 目のソワ

レの主役 としてふ さわ しい もの を感 じさせ るのである。

131bid.,p.452.
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5.デ ・トゥ ッシ ュ嬢 のサ ロ ン

『続女性研 究』において、い くつかのエ ピソー ドが語 られるデ ・トゥッシュ嬢のサ

ロンが、デスパール侯爵夫人の名前が挙げ られた後で説明 されるのは、 きわめて戦略

的な構成 と言 えるが、 じつは現在読 まれ るこの部分 は、1842年 のテクス トではデ ・

トゥッシュ嬢ではな く、 デスパール侯爵夫人がこの家の主人公 と書かれていた。 フユ

ルヌ版 『人間喜劇」が刊行 されたあと、バ ルザ ックが架蔵する版 に、彼 自身の訂正が

書 き込まれた、いわゆるフユルヌ ・コリジェ版において改め られたのである。

このことに関 してプレイヤ ッド版の校注者ニコル ・モゼは

社会の混交が作者 によって指摘 されてはいるが、デ ・トゥッシュ嬢 を選んだの

は、女性作家で もあ り、旧態依然 としたフォブールのイデオロギーか らはっきり

と遠い人物であるか ら、新 しい制度下に生まれた世代が もっとも伝統的な貴族階

層 を代表する人々と混交 している統合的な色合いに、デスパール夫人よ りもいっ
ユ　

そう適合するように、私 には思われる。

と述べているが、それ以上に、先 に引用 した文章に も見 られる通 り、デスパール侯爵

夫人のあま りに驕慢 なイメージは、 『続女性研究』 の対象 になる とはいえ、心の襲 を

覗かせ る 「打ち明け話」 を可能 とする場の切 り盛 り役 としては、ふ さわしくないか ら

だと思われる。

ではデ ・トゥッシュ嬢のサロンは、 どのように描かれているだろうか。

デ ・トゥッシュ嬢のサロンは、なによ りもパ リで有名 なものだが、最後の避難

所 として、かつてのフランスのエスプ リをもった人たちが身 を寄せたサロンで、

窺 い知れない深み と、数知れ ない娩 曲なあしらい、洗練 された上品 さがあった。

そこでは、今なお物腰には礼法に適いなが らも優 美さがあ り、 また会話の中に く

つろぎがあ りなが ら、 しか もしかるべ き人士な ら当然慎 むべ きものは慎み、 とり
ユら

わけ広 く心 を広げて、 どの ような考え も受け入れる姿が見 られるのだ。

つ まりこのサロンでは、遠 回しにもの を言った り、相手を非難 して もその当人 しか

わか らぬ ように、いかにもうちくつろいだ会話の ように見えて も、 じつはそ こに一定

14NicoleMozet,"Notesetvariantes"inC.H.,III,p.1493.

15A.}:,p.674.
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の慎み、 とい うか、肉を切 らせて、骨 は断たぬような配慮がなされる。今風の、すな

わち今一つの夜会で見 られる直接的な もの言いや、あか らさまな非難が、厳に慎 まれ

るような会話が くりひろげられることになる。

そ こでは、誰一人、 自分の考えを制御 して、 ドラマの材料 にされるか もしれな

いなどと考えない し、 また話一つするにして も、誰もそれ を一冊の本 に仕立てあ

げ られるとは思わない。要す るに、窮地に追い込 まれて、おぞ ましい骸骨 となっ

た文学で対抗 しようとして も、時宜 に適 った秀句や興 を繋 ぐ話題 には敵 わない。

思い出の中で も、そう した夜会 の一つが私 にとって とりわけ心 に残 っているの

は、かのマルセーが した打ち明け話の中で、女性の心の奥底の襲 を明 らかにされ

たか らというよりは、いろいろな意見が彼の話か ら生 まれて、 フランス女性が ど

のように変わって きたか、それ も今度の七月革命が致命的に変えた ものだ と議論
ユ　

されたか らだった。

ここで語 り手が話 したことが、劇や小説の材料にされる心配がな くて よい、 という

のは、ある意味で当時の文学的サロンのあ りようを示 しているかもしれない。これが

作家 としてのバ ルザ ックが言 う言葉 としてでな く、『人間喜劇』の登場人物 の医師ビ

ア ンションの言葉 とされるか ら興味深いのであって、 さらに 「窮地に追い込 まれた文

学 のおぞましい骸骨(lehideuxsqueletted'unelitteratureauxabois)」 と、反語的、

自虐の言葉が続 く。ある意味では、いかに も医者のビアンシ ョンが言うにふ さわしい

言葉で もあるが、読者は当然作者であるバ ルザ ックを意識 しているか ら、またある意

味では、奇異な感 じで この言葉 を受け入れるか もしれない。ましてこのサロンは女性

作家のデ ・トゥッシュ嬢が主宰する場である。また彼女以外 にも、た とえばあ とで登

場するカナリスもまた詩人、小説家で もあるし、他 にもそ うした人物が混交 している

可能性 もある。そ うなると、ここでいうに 「窮地に追い込 まれた文学のおぞ ましい骸

骨」 とは何か。おそ らくは18世 紀の後半以降の小説、暗黒小説、ス コット流の時代絵

巻小説の類 を指す ものだろうか。

バルザ ックは 『人間喜劇』の序文においても、文学の大 きな意味を唱え、た とえば

「続女性研究』 よ り少 しあ とに執筆 した 『幻滅』 の中で、パ リの ジャーナ リスムの内

幕 を徹底 して明 らかに したが、 ビア ンシ ョンの友人である文学評論家 ダルテスなど

が、新 しい文学の可能性 を力説 していることを知 れば、この場面でビアンシ ョンが

lehideuxsquelettedunelitteratureauxaboisと いうのも何 とな く理解できる。 とい

161bid.,p.674.
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うよ り、バルザ ックの人物造形、小説創造 の緻密 さが理解で きるというものである。

そ して語 り手がマルセーの打 ち明け話その ものよ り、七月革命以 降のフランス女性の

心の変化のありように注意を払 うのは、時代 と人間の動 向に深い関心 を寄せ、そ うし

た事柄 を巧みに絡 ませなが ら、克明に描 き出そうとしていたバルザ ックの思想 をも表

していると言っていい。1842年 の 「人間喜劇』の序文の中に

フランスの社会 は歴史家になろうとしていた。私はただその秘書 にな りさえすれ

ば良かった。悪徳 と美徳 との目録 を立 て、さまざまな情念が作 り出した主たる事

実を集め、「社会」の主たる事件 を選び、同質の ものか らなる数種の性格の特徴

をまとめあげて、 さまざまな人間の型 を組立ててい くことで、おそ らく私 は、あ

まりに多 くの歴史家 たちか ら忘れ られている歴史、風俗の型 を書 き上 げることが

で きたように思170

と書いていることが思い起 こされるだろう。デ ・トゥッシュ嬢のサロ ンの描写 もまた

その 「さまざまな人間の型」を組み立ててい く一つの形 と捉 えることがで きる。 ビァ

ンシ ョンの言 う、本当の意味でのソワ レが始 まるデ ・トゥッシュ嬢のサ ロンは、それ

こそ、

その夜会に偶然集 まった何人かは、その疑い もない立派さでヨーロッパ中の評判
　　

を得ている人たちだった。

とあるように、単にフランス人だけの集 まりでないことが、これか ら展開される話の

重要なキーとして作用することになることが暗示 される。 しか もそ うした人たちはど

んな人間か、 ビアンションはこう言 う。

一番輝いている人間は、それだか らといって一番有名な人間とい うわけではな

い。絶妙に して当意即妙の受 け答 え、観察の繊細 さ、椰楡の見事 さ、描写が しっ

か りしていて、はっき りと鮮やかな様 に光輝 き、次か ら次へ と準備 もなしに繰 り

出され、惜 しげ もな く、尊大 さもなく浪費されて気取った ところがない。ただ甘
ユ　

美に感 じられ、甘美 に味わわれるだけなのだ。

17Balzac,Avant-proposalaCoynediehumaine,C.H.tomeI,1976,p.11.

18A.F.,p.675.

191bid.,p.675.
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「有名であること」が、必ず しもサロンで気 を吐 く所以 ではない。 むしろその会話

の溌刺 さが勝負 を決める、 とい うのはいかにも言辞の国、 フランスであればこそ、と

いう気がするが、 この発言が医師ビア ンションの もの とする と、いかにも本人自身は

それほ どの弁舌家ではな く、むしろ観察者 として終始する彼の役割を考慮すれば、な

かなか意味深いものがある。そ して語 り手ビア ンションはさらに続けて、ヨーロッパ

の他の都市で も、た しかに優美な点 も、活発な点 もあるけれ ど、パ リだけが上にあげ

たような才能がふんだんに溢れて、会話が盛 り上がるのだ、 と言 う。

パ リ、この趣味の都 だけが、 こうした智慧があって、ただの会話 を丁 々発止の好

取組みにして、それぞれ生 まれつ きの才気 を秀句に集め、それぞれがいかにもの
おとがい

言葉 を吐 き、おのが経験 を一語に して返す と、居合わせた もの皆が楽 しみ、噸を
　む

解 き、感情 を露 わにするのだ。

いかにもパ リに棲息 し、パ リを愛するものの言で、 この小説 を読むパ リ人 も、 もち

ろん、そのとお りと肯いたに違いない。 このあた り、巧みに読者の気 を汲むところは

バ ルザ ックのサー ヴィス精神 の表 れと言お うか、社交人バ ルザ ックの自負 といお う

か。

そ うして、

要するに、そ こでは、 さまざまな秘密が巧みに暴かれ、お しゃべ りの話題 も軽 い

のや ら、深刻なのや らが、波打ち、旋 回し、その有様や色合いを局面、局面で変

えるのである。それ らに対す るその場の批評やそ こか ら絞 り出されて くる話な ど

が、次か ら次へ とつながってい くことになる。すべ ての眼が聞き耳 を立て、身振

りで ものを問い、そ して顔つきが答える。つ まり、そ こでは、すべてが、一言で
　ユ

言えば、エスプリと思念 なのだ。

サロ ンでのや りとりの見事 さを、実に鮮やかに、視覚的に も内容的にも、簡潔に表

したこの文章、複雑 な人間関係がまことに簡潔な表現で表 されていて、 フランス的エ

スプリというものが、19世 紀 において どのように考 えられていたかを も、み ごとに示

す と言えよう。そ して、こうしてパ リの ソワレの、核心的な様相 についての思念 を、

あたか も一般的な、「何で も知っている、天の視点 をもつ(omniscient)」 語 り手、あ

201bid.,p.675.

211bid.,p.675.
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るいは作者であるような口調で説明 しているように見せ なが ら、最後 にいたって、

私だけが こうした不思議 な魅力に囚われていたわけではない。われわれは皆、 じ
　　

つに楽 しい夜会 を過 ごしたのだった。

と、物語 の登場人物の一人 としての語 り手の存在 をはっきりと示 して見せ るところ
うんちく

に、バルザ ックの卓技 さがある。すなわち夜会 に関するrp蓄 、知識、その趣味の よし

あ し、パ リの夜会の素晴 らしさについての解説は、あくまで語 り手である医師ビアン

ション(と いうことは実 は後か ら了解 されるのであるが)の 個人的見解であることが

強調 されることになって、 まさにそれこそ 「本来の打ち解けたサロン」の参加者の語

りの神髄 を見せ ることになるか らだ。さらに、

会話は物語 を語 る形 になると、その早 い流れの中に、面白い打ち明け話や幾つか

の人物像、た くさんの愚かな所行 をひっぱ りだ し、それ らがそ うした即興の話 を

とて も他の言葉では表現で きない ものとする。ところがその奔放 さや、 もともと

ある生硬 さ、 もっともらしい遠回 しの言い方は残 しなが らも、おそ らく諸君はよ

く理解 して下 さるだろう、 フランスの真の夜会の魅力を。それは親密 さが もっと

も甘美 なもの となって、それぞれの利害や特別な自尊心、あるいはこう言ってよ
　ヨ

ければ、それぞれの気取 りを忘れさせ てしまうのだ。

と結論づけ られ、仲 間うちだけが残った 「夜会」での話題が、「面 白い打ち明け話や、

幾つかの人物像、た くさんの愚かな所行」 に移 り、それが親 しい仲間同士の気楽 さの

うちに、思 わずも生の ままの形で、打 ち明けられる経緯が明か されるのである。

この冒頭 に置かれた語 り手による 「二つの夜会」 についての意味深い説明の後に展

開する、デ ・トゥッシュ嬢邸での夜会 における 「打 ち明け話」が、そうしたパ リ独特
あとさき

の、 きわめて個人的ではあるが、ある意味では後先 を考えずに、一気 に語 られた物語

であることを予告するこの文章は、その後 に展 開するそれぞれの語 り手の物語が、親

しい仲 間の問で述べ られた 「秘密の」打ち明け話、外の場所では聞かれ も、 また話せ

もで きない性格 を もっ た もの、 とい う点 に、読 者 の注 意 を促 して、 『女 性研 究』

Etudedefernrneと いうタイ トルの 「研 究(Etude)」 の語の もつ好奇心 をそそると共

に、 また一種客観的な真理 さえも期待 させ る言説 としているのだ。

221bid.,p.675.

231bid.,pp.675-676.
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そ うして第二の夜会での何人かの語 り手がいよいよ打 ち明け話 を始める、その前置

きの締め くくりとして、

午前2時 頃、夜食がそろそろ終 わろうとする頃合いには、 もう食卓の周 りには

親 しい者たちばか りになる。いず れも15年 来のつ き合 いの者か、趣味ゆか しい

人々で、育ち もよく、世間を知 っている人たちである。会話の際は黙ったままで、

しっか りと観察 し、食事の間、それぞれ 自分の威光をひけらかすことはしないよ

うにしていたのだ。絶対的な平等がその食卓での基調だった。それにそ うい う場

合、誰一人自分 を尊大に構えるようにはしない。デ ・トゥッシュ嬢は、一緒に食

事 をしている客 を、彼が席 を立つまで食卓に引 き留めてお くことになるが、それ

までに何度 も場所 を変 えることに よって、みんなに どれほ どの変化が起 きるか、

すべて観察 しているのである。食卓か らサロンに変わることで、会話の魅力が失
　　

われて しまうか らだ。

とある文章は、パ リの貴族の夜会というものの特徴的な性格、す なわち午前2時 頃 く

らいに夕食が終 わって、い よい よ残るべ きものが残 り、義理合いで夜会に参加 した も

のは三々五 々帰路に着 く、あるいは別の親 しい もの同士ですっと消えてい き、残った

者が、い よいよこれまで話に耳 を傾けて、それまで決 して自分か らは話 さなかった連

中が、さきほど一緒 にお しゃべ りしなが ら辞去 していった者 について辛辣 な批評 を加

えた り、そうした人々 には決 して打 ち明ることのない、 とってお きの話 をし始 める

「本当の夜会」 を鮮やかに浮 き彫 りにしてみせて、本格 的な物語の展 開に引 き込んで

い くのである。

『続女性研究」は、 アンリ ・ド ・マルセーの 『申し分ない女性』の話か ら始まって、

カナリスの 『ナポレオン』についての説、さらにモ ンリヴォー公爵の 『大佐の女』の

悲劇、そ してビアンションの語る 「グラン ド・ブルテーシュ奇談』で終わる。その冒

頭 に置かれたサロン談義は、そ うした語 り手 と物語構成の枠組みの仕掛 けを、「嘘 ら

しくない」形で展開するのに必須の部分であって、バルザ ック小説における書 き出 し

の深い意義 を示す貴重なモデルと言えるのである。以上それぞれのエピソー ドを分析

す る前提 として、彼 らの「語 り」を支える基本構造 を明 らかに した。各物語の分析につ

いては次稿 を期 したい。

241bid.,pp.676.
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